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児 童 福 祉 専 門 分 科 会 資 料 

2025 年（令和７年）２月 10 日 

子 育 て 支 援 室 こ ど も 政 策 課 

 

 

第３期 明石市子ども・子育て支援事業計画の策定について 

  

「第３期 明石市子ども・子育て支援事業計画（素案）」について、パブリックコメントを実施し、

明石市社会福祉審議会児童福祉専門分科会でのご意見を踏まえ、計画案を取りまとめましたので、

報告いたします。 

 

１ 第３期 明石市子ども・子育て支援事業計画について 

 （１）計画策定の趣旨等 

    本計画は、2020 年（令和２年）４月に第２期計画を策定しました。今年度が同計画の最終

年度になることから、第３期計画を策定する必要があります。 

 

（２）計画案の概要（別紙「全体版・概要版」参照） 

① 計画期間  

2025 年（令和７年）度から 2029 年（令和 11年）度の５年間 

② 基本理念 

「すべてのこどもたちを まちのみんなで こども目線で 本気で応援」 

③ 計画の構成 

第１章 計画の概要 

第２章 子ども・子育てを取り巻く現状と課題 

第３章 計画の基本的な考え方 

第４章 量の見込み及び確保方策 

第５章 計画の進行管理 

資料編 用語解説 

 

２ 意見募集（パブリックコメント）の実施 

（１） 募集期間 

2024 年（令和６年）12月 16 日から 2025 年（令和７年）１月 15日まで 

（２） 募集結果 

募集期間中、２名の方から計４件のご意見をいただきました。 

（３） 意見概要と市の考え方 

提出いただいた意見の概要とこれに対する市の考え方は以下のとおりです。 

なお、いただいたご意見は、趣旨を損なわないように要約しています。 
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Ｎｏ. 意見の概要 市の考え方 

地域のこどもの育成に役立つ施設整備について 

１ 図書館の近くのこどもたちは、多くの

本やイベントに囲まれて幸せであるが江

井島地区にはない。 

江井島地区（少年自然の家の跡地利用）

に図書館やイベントが出来る集会所の設

置をしてほしい。 

図書館から遠い地域の方々にも本に親しん

でいただけるよう、移動図書館サービスの充

実、放課後児童クラブへの本の巡回提供、ブ

ックスポット新規開設の促進支援などを実施

してきました。また、家庭においても本に親

しんでいただけるような取組も行ってきたと

ころです。 

江井島地域においては、公共施設では小学

校や中学校コミセン、民間施設や古民家に「ブ

ックスポット」が設置され、地域の皆様に身

近な場所で本に親しんでいただいています。 

今後も、これらの取組を更に充実させるこ

とで、市民の皆様がより本に親しめるような

環境づくりを進めていきたいと考えていま

す。 

なお、少年自然の家の今後のあり方につい

ては、引き続き地域の皆様と意見交換しなが

ら検討を進めてまいります。 

子育てしやすいまちづくりへ 

２ 子育てのまち明石として、第１子から保

育料を無償化をお願いしたい。安心して

仕事復帰ができるようにこどもの年齢が

上がっても確実に保育園入ることができ

るという環境を望む。 

 これまで第２子以降の保育料や副食費な

ど、市独自の無料化施策を実施してきており

ます。また、保育施設についても入所を希望

される方が入所できるよう、平成２８年度か

ら大規模な施設整備を進めてまいりました。 

 今後も、市民の皆さんが安心して子育てが

できるよう、引き続きこども施策を推進して

まいります。 

３ 大久保駅付近にもぜひ図書館を設けてほ

しい。こどもと活用してみたい。 

 大久保駅周辺については、駅の南北にある

市有地について、ワークショップ等で地域の

皆様の声を聴きながら利活用の全体構想を策

定しているところです。 

市有地ごとの具体的な計画は来年度以降、

順次策定していく予定としており、その中で

施設の機能等について引き続き地域の皆様の

声を聴きながら検討してまいりたいと考えて

います。 

４ 出産してから、各地域に子育て支援セン

ターがあると知り、有難いと感じる。ぜひ

今後も運営を続けてほしい。おむつ定期

便も楽しみにしている。 

市内５か所にある子育て支援センターで

は、地域の子育て支援の拠点として、親子が

自由に交流できる場の提供、子育てに関する

相談支援、子育て関連情報の提供や講座の開

催を行っています。 

また、おむつ定期便は、子育て経験や知識

のある見守り支援員が、直接お会いし、育児

の不安や悩みを聴きながら声をかけ、赤ちゃ

んと保護者の見守りをしています。 

今後も、保護者の声に寄り添いながら、安

心して子育てができるよう取り組んでまいり

ます。 
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３ 周知について 

  本年３月末に計画を策定し、公表する予定です。 

・市ホームページへの掲載 

・広報あかしへの掲載 

・データによる関係団体への配付 


